
龍ケ崎市立長戸小学校及び城ノ内小学校統合準備委員会会議録（要旨）
　

記録者 副主幹　林　信好

供
　
覧
　

教育長 教育部長 課長 課長補佐 主査・係長 係員

件　　名 第３回龍ケ崎市立長戸小学校及び城ノ内小学校統合準備委員会

日　　時 平成26年 4月 30日（水） 午後7時5分～午後8時20分

場　　所 城ノ内小学校　視聴覚室

出 席 者

委員（18名）
＜長戸小学校区＞
　横田修一，北澤直美，関口賢治（長戸小学校児童の保護者）
　関野嚴（長戸小学校区の住民代表）
　岡﨑和男，湯原明，川瀬敦史，篠原千裕（長戸小学校の教職員）
＜城ノ内小学校区＞
　青山真悟，尾野里美，坂下庸介，沼尻里実，大山香奈美（城ノ内小学校児童

の保護者）
　杉田美代子，辻井浩一，武藤義教，殿内康之，淺野真由美（城ノ内小学校の

教職員）
市教育委員会（11名）
　藤後教育長，荒井教育部長，黒田教育委員会事務局政策監，足立教育総務課
長，黒澤指導課長，中村教育総務課長補佐，五十嵐教育総務課長補佐，淺野指
導課長補佐，海老原係長，岡野係長，記録者

欠 席 者

委員（4名）
　永井裕美，坂本芳子（長戸小学校児童の保護者）
　有坂悦男（長戸小学校の教職員）
　若松豊（城ノ内小学校区の住民代表）

傍 聴 者 なし

内　　容 　会議次第に基づき，第３回龍ケ崎市立長戸小学校及び城ノ内小学校統合準備
委員会を開催した。
　詳細については，次のとおり。
＜次　　第＞
１　開会
２　委嘱状等の交付
３　教育長あいさつ
４　自己紹介
５　委員長あいさつ
６　議　事
 (1)　昨年度の検討状況報告及び今年度の予定について
 (2)　各検討グループからの経過報告等
 (3)　質疑応答
７　その他
８　閉会
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発言の内容（文中敬称略）

事務局

教育長

事務局

教育長

事務局

事務局

事務局

事務局

委員長

　本日ご出席頂いております委員が過半数を超えておりますので，龍ケ崎市立

長戸小学校及び城ノ内小学校統合準備委員会，設置要綱の第 6条第 2項の規定

によりまして会議が成立しておりますので，ただいまから，第３回目の龍ケ崎

市立長戸小学校及び城ノ内小学校統合準備委員会を開会いたします。

　初めに，新たに委員となった方々に，委嘱状と任命書の交付をさせていただ

きます。教育長が伺いますので，恐縮ですがその場でご起立いただきまして辞

令を受け取りますようお願いします。

（委嘱状・任命書の交付）

　続きまして，改めまして藤後教育長がご挨拶申し上げます。

（教育長あいさつ）

　ここで新しく委員となられました方々もいらっしゃいますので，改めまして

委員の方々に自己紹介をお願いしたいと思います。なお，お手元に配布してあ

ります資料の最後のページに名簿を添付させていただいておりますので，そち

らの方もご覧いただきながら，委員長，そして副委員長の順で自己紹介をお願

いいたします。

（委員の自己紹介）

　ありがとうございました。続きまして，事務局も自己紹介をさせていただき

たいと思います。改めて藤後教育長からお願いいたします。

（事務局の自己紹介）

　それでは続きまして，委員長からごあいさつをお願いいたします。

（委員長あいさつ）

　ありがとうございました。それでは早速議事に入らせていただきたいと思い

ますが，皆様におかれましても，お忙しい中をお集まりいただいておりますこ

とから１時間３０分，７時から１時間３０分をいただきまして，当会議の終了

時刻につきましては８時３０分を目安に進めて参りたいと思いますので，委員

の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。当統合準備委員会の設置要項

第６条第１項の規定によりまして，議事につきましては委員長が議長となるこ

とになっておりますことから，委員長に議長となっていただきます。それでは，

議事進行につきましては，よろしくお願いいたします。

　ただ今，司会から説明がありましたとおり，暫しの間，議長を務めさせてい

ただきますので，ご協力のほど，よろしくお願いします。

　なお，一通り説明が終了した後に，質疑等のお時間をとらせていただきます。

　それでは，議事の１「昨年度の検討状況報告」については私から，「今年度の

予定」につきましては事務局から説明します。

（議事（１）昨年度の検討状況報告）
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事務局

委員長

A委員

B委員

委員長

委員長

C委員

D委員

事務局

E委員

（議事（１）今年度の予定について）

　続きまして，議事の（２）各グループからの経過報告につきまして，各検討

グループから報告をお願いいたします。

　初めに学校運営等検討グループからお願いいたします。

（学校運営等検討グループについての説明）

　

（交流事業についての説明）

　ありがとうございました。続きまして，通学体制等検討グループについては，

私から説明させていただきます。

（通学体制等検討グループについての説明）

　それでは，議事の（１）及び（２）について，順次説明がありましたが，質

疑等がありましたらお願いいたします。何か，気になること，ちょっとしたこ

とでも構いませんので，ご意見があればお願いいたします。

　下校時にスクールバスを１日に２便を出す場合に，下校ルート（案２）の第

１便において，豊作村入口停留所に 16時 01分に到着し，最後の子どもを降ろ

し，第２便が城ノ内５丁目停留所に 16時 15分到着予定となっているが間に合

うのでしょうか。道路の混雑状況もありますし，信号も２，３箇所あります。14

分で最後の停留所から小学校付近に戻ってきて，次の便を出発させることは可

能なのでしょうか。

　時間は実際にどれくらいの子ども達が乗るのか決まっていないし，乗り降り

を実際にやってみないと分からないので，時間はあくまでも目安だと思います。

様々な前提がある中で作っている案なので，最終的な部分はやってみないと分

からないと思います。第２便のスタートが５分遅くならないと間に合わないな

どは，何人乗るのかという部分が決まらないと分からないし，ルート案はどう

いうルートで周るのか，どれぐらいの感じで周るのかを出した物です。乗り降

りする時間等はだいたい何分かを見込んで実際に教育委員会が計ってみたもの

で，人数が決まっても，実際にやってみないと時間も確定できません。最初は

慣れていない為，乗り降りに予想外に時間がかかるかもしれませんし，慣れて

くれば時間がかなり短縮されるのではないかと思います。

　下校ルート（案１）の方が，距離的にも短かく，時間的にも良いのではない

かと通学体制等検討グループの中ではご意見をいただきました。また，豊作村

から城ノ内５丁目停留所まで，実際にバスと同じ速度の４０ km/hで走り，各停

留所の停車時間を１分間と見込んで，算出しています。実際の道の混雑状況に

もよりますが，朝も夕方も混んでいることはありませんでした。混んでいると

すれば，朝，セブンイレブンから工業団地へ向う坂道，つまりスクールバスと

は反対車線が混んでいる状況でした。停車時間を１分と見込んでいますが，子

ども達が慣れてくれば３０秒等で乗れることもあると思います。時間について

は，実際にも間に合うものと考えているところであります。

　下校ルート（案１）において，工業団地運動公園前から城ノ内５丁目停留所

に戻る時は，行きと同じルートで戻るのですか。それとも，別ルートの最短ル

3



事務局

D委員

F委員

B委員

D委員

C委員

F委員

B委員

C委員

ートで戻るのですか。

　現在，想定しているのは，下校ルートとは逆方向の大きな通りに出て，城ノ

内５丁目に向います。そうすれば，城ノ内５丁目停留所も左側に見えてきます

のでＵターンの必要がありません。

　学校の交流事業の件ですが，条例の一部改正が議会を通ってからでないと子

ども達には伝えられないのかと思いますが，どういう形で子ども達の交流事業

をやっていくのかイメージが湧きません。学校の方ではどのように考えている

のですか。

　長戸小学校と城ノ内小学校は近所の学校ですし，長戸小学校はときめきネッ

トワークという小規模４校での交流をずっと行っております。なので，隣の学

校と仲良くなるという，子ども同士の感覚で，子どもの目線でということを確

認したところです。統合するからという大人の感覚とはまた別な，友達として

仲良くなろうという感覚に近いです。長戸小学校から既に指定学校変更で城ノ

内小学校へ行っている子もいるので，馴染みの子とも交流を深めるという感じ

で考えています。

　交流会の内容は現在検討しているところですが，３回程度予定しています。

自然な形で自然に楽しめるよう自然に打ち解けるような形の交流にしていきた

いと思っています。例えば，音楽集会のような形で，みんなで歌えるような楽

しい歌を歌ったりし，ゲーム大会を催したり，長戸小学校の児童に城ノ内小学

校内を案内するような集会などを考えています。準備にあたり時間や手間があ

まりかからないものにしたいです。というのも，あまりにも仰々しいと素直な

交流ができないのではないかと思っているからです。

　長戸小学校の保護者としては，統合後，子ども達がスムーズに馴染めるのか

というところを気にしているので，その足がかりとなるこの交流事業を気にし

ています。交流事業が３回というのは少ない回数ではありますが，交流事業を

どう持っていくのかが大事なところかなと，親としては関心を寄せています。

　交流事業の内容について，例えば，保護者へアンケートを取って，こういう

のをやってみてはどうか。という意見を集めてはいかがでしょうか。

　学校同士だけではなくて，ＰＴＡ同士でお話し合いをして頂ければ，こうい

うのも一緒にできるなど考えられると思います。学校だけでは時間が限られま

すが，ＰＴＡならば休みの時間も使うことができるので，何か案があればいた

だきたいと思います。

　アンケートを取るということは考えていませんでしたが，学校の行事の中で

できることだけではなく，子ども会の育成会などでも色々できるのではないか

と思います。

　例えば，育成会ですと，７月に森林公園でキャンプをやるので，長戸地区か

らも子ども達がキャンプに参加していただけるのであれば，城ノ内育成会とし

ては良いことであるし，参加を是非お願いしたいところではあります。それ以

外にも数回行事はあるので，長戸地区育成会の方と計画を練っていけるのでは
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G委員

C委員

G委員

C委員

G委員

C委員

D委員

指導課長

I委員

J委員

I委員

J委員

ないかと思っています。

　ただ，長戸小学校としてもポティロンの森でサマーキャンプを行っており，

城ノ内小育成会の１週間前に行っています。対象は５，６年生だけでしたが，

今年は全学年で宿泊をしようと動いているが，まだ父兄の方々にアンケートを

取れていない状況である為，城ノ内小育成会の森林公園キャンプにも参加をお

願いしたいところですが，どれだけの数が揃うのか分かりません。

　毎年どれくらいの人数が集まるのですか。

　５，６年生は全て参加しています。一昨年までは６年生だけが対象でしたが，

昨年から５，６年生を対象としました。ただ，うちの娘が６年生に現在在籍し

ていますが，今年のサマーキャンプには参加しないという話もあります。ただ

でさえ，参加人数が少ないのに，全員が参加しないという状況でお金を預かっ

ている会としてどうなのか，現在検討中であります。

　泊まりの場合は，参加人数は減ります。

　ポティロンの森のキャンプも形骸化しており，昼間に行うイベントは，毎年

同じなので，昨年参加した子どもには，また同じだと思われてしまう状況です。

　それはこちらも同じ状況です。

　ここで深く考えても良くないので，交流に関しては学校間は学校にお任せす

るとして，ＰＴＡ間で，もしできることがあればやっても良いでしょうし，子

ども会育成会間でもそういうものがあればやっていけば良いのかと思います。

　今、交流事業ということで，お話が出ていましたが，交流はいづれかの形で

実施されていくわけですが，子ども達の移動が伴います。教育委員会としまし

ては，子ども達の移動の為のバス代は予算を取っておりますので，ここで補足

という形でご報告いたします。

　スクールバスの下校の件ですが，先週，通学体制等検討グループの会議の際

に，最後の到着時刻が夏場なら良いが，冬場だと真っ暗になるのではという話

をしました。スクールバスの下校のスタートが15時 25分ですが，５時間目の授

業が終わり，バスに乗るのに，学校からバス停まで歩くと 15時 25分になるの

ですか。

　城ノ内小学校の場合，５時間の授業が終了すると，15時 10分頃に校庭を出

ることになりますので，城ノ内５丁目停留所まで歩いて行った場合でも，15時

25分前には到着します。このため，かなり余裕を持って組んである時間である

と思います。

　長戸小学校の場合ですと，５時間目が終わって校庭を出るのは 14時 55分ぐ

らいとなるので，学校によって１０分から１５分ぐらい差が出るのかなという

話になりました。

　子ども達が余裕を持って下校を始めるにあたっては人数の問題もあります。
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I委員

A委員

委員長

A委員

D委員

C委員

例えば，歩いて帰る子ども達と，バスに乗車して帰る子ども達を分けて並べ，

ある程度の時間になったら別途下校をスタートさせることは可能です。16時 48

分というと冬場はかなり暗くなるでしょうし，工業団地の辺りは暗くなってい

ると思います。このため，下校のスタート時間を改善する余地はあります。

　初期の頃はまだ慣れていない為，時間がかかると思いますが，段々慣れてく

れば時間は早くなっていくと思います。やってみないと決められないこともあ

ると思います。

　バスに関して確認をしたいのですが，ルート図で，城ノ内小の一番近くのバ

スの乗降場所は城ノ内５丁目停留所ということになっているのですが，帰りに

その停留所に向う際は，信号を一つ渡らないとなりません。城ノ内小側として

は，スクールバスの協議に深く係っているわけではないのですが，城ノ内５丁

目停留所という乗降場所は，１つの案としての場所なのか，それとも確定され

た場所なのか知りたいです。

　１００％というわけではないのですが，長戸小学校の保護者を中心に検討し

て，いくつか案があったのですが，朝，到着するところのバス停は屋根もあり

ますし，信号を渡らなくて済むので安全であり良いという意見が強いです。ま

た，帰りについては，信号を渡るしかないということになりますが，屋根はあ

りませんが，バス停がちゃんとあり，道路の幅も広いのでバスが停まったとし

てもあまり危険ではないような場所ではないかと皆様の意見がありました。た

だ，絶対にというわけではないですが，皆さんそこが良いかなという意見でし

た。

　昨年の話し合いで出ていた，城ノ内のコミュニティセンターの反対の場所は，

多少歩く距離ですが，そこを利用しても良いということであれば，安全の面を

考えると捨てがたい選択肢ではあると思います。

　それについて，先日の通学体制等検討グループの会議でも検討させていただ

きました。コミュニティセンターの反対の場所は市役所の所有の土地なので，

お借りすることはできるとは思いますが，先ほどから出ている通り，そこまで

長距離ではないものの，冬場はスタート時間が遅くなってしまうとか，朝も学

校に着く時間が遅くなってしまっては良くないので，学校に近い城ノ内５丁目

停留所の方が良いのではないかという意見があります。当然，道路を渡らなけ

ればならないという危険性はありますが，信号がちゃんとあるということと，

現在，徒歩で通学されている子ども達も当然信号を渡って来るわけでしょうか

ら，道路を渡ること自体はそれほど問題ではないのかと思います。それよりも，

乗降で言うと，しっかりと歩道があって，乗り降りが安全に行えるのであれば，

近い場所の方が通学としてはスムーズであるとこの間の通学体制等検討グルー

プで協議したところです。

　何度もすみません。下校ルート（案１），（案２）についてですが，案１で

すと，16時 48分以降に工業団地運動公園前から自宅へ歩く二人の子の距離と，

案２で16時 51分以降に豊作村入口停留所から自宅へ歩く子の距離を比べると，

案２の方が早く帰宅できると思います。更に言うと，豊作村付近に住む子ども

達は，６年生が２人，１年生が１人であることからも，下校ルート（案２）の

方が自宅に着く時間が早いのかなという印象を受けます。
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D委員

教育総務課長

K委員

事務局

教育総務課長

委員長

　仰るとおりなのですが，今ここに掲載されている子どもの数というのは教育

委員会で見込んだ数でして，必ずしもこの通りとは限らないというのもありま

すし，ルートで現在検討しているのは来年の４月から稼動させる案ですので，

子どもが乗る・乗らないで変動していくので，順次見直しをしていく必要があ

ると思います。また，スクールバスのバス停から自宅までの距離という問題は

ありますが，暗くなって１人で帰るとなるとそこが問題で，通学体制等検討グ

ループの中でも初めから出ている意見として，地域の皆さんに来てもらうこと

や，保護者が迎えに行くなどの対策をとらないことには，バス停から自宅まで

の安全確保ができないことになるので，長戸地区でやっていかなければならな

いと思います。ルートは全てを網羅するようなものは組めないので，妥協では

なくルート全体で安全帯として良さそうな場所を選び，その場所を利用するも

利用しないも保護者の方に見てもらうしかないと，通学体制等検討グループで

は話し合いをしているところであります。

　ルートと時間なのですが，あくまでも目安であり路線バスではないので，使

ってみて，何かしら不都合が出れば，年度毎に見直しではなく，利用している

子どもや保護者の意見を聞いて，良ければ年度の途中にでも変えていくことも

可能であると考えています。でないと，実際にその時間帯に職員が走ってはみ

ましたが，スクールバス運用が始まり，子ども達が実際に乗り降りしてみない

と分からないこともあります。ただ，分からないから時間を入れないと，アン

ケートを取っても意味がないです。子ども達が使っているうちに，次々に使い

やすい形に変えていきたいと考えております。

　城ノ内５丁目停留所での乗降場所についてなのですが，登校時はバスと共に

子ども達が来て，降車後直ぐにバスが立ち去る形なので問題はないと思います

が，下校時にはお迎えなどで時間がズレることがあり，時間ぴったりにバスが

到着していることや，子ども達が時間通りに出れる保障もないので，コミュニ

ティセンター前でバスがゆっくりと待機していられる条件も良いのではないで

しょうか。

　一つの考え方として，子ども達がバス停に到着する時間と，バスがバス停に

到着する時間が合うのが良いのですが，仰る通りのことも十分想定されます。

なので，丁度合うような時間が設けられるように，城ノ内コミュニティセンタ

ー前の空地も活用し，子ども達が出てきたタイミングを見ながらバスが城ノ内

５丁目停留所に向うということも想定できます。

　バスの停留所については，それぞれの意見が出ましたが，年度当初は最終的

に場所を決定しないと始められないのですが，実際に運用してみて，良い場所

があれば変更するなど流動的に運用することができると思います。

　運用の中で校舎のどこかに集まり，スクールバスに乗車する皆で停留所へ行

くという方法と，学年毎に停留所へ行く方法等，運用の中で色々やり方がある

と思います。また，長戸小学校の保護者の方々の意見としましては，下校時に

５分でも１０分でも，できるだけ早く帰宅できることを願っておりますし，教

育委員会としましても，できるだけ早くバスを出発させてあげたいという気持

ちです。

　たくさんのご意見をいただきまして，ありがとうございました。また，議事

進行にご協力いただきましてありがとうございました。これを持ちまして，議
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長の任を解かせていただきます。

　委員長ありがとうございました。議事につきましては，以上をもって終了と

させていただきます。

　また，次回の全体会は６月の下旬を予定しているところですが，始まる時間

ですが，これまで１９時開始とさせていただいたのですが，１９時でご都合の

ほどはいかがでしょうか。

　３０分遅い方が都合が良いです。

　では，次回の全体会については１９時３０分から開始とさせていただきます。

　それでは，最後に教育部長よりお話しをいただきまして，閉会とさせていた

だきます。教育部長，よろしくお願いします。

　本日は，色々とご意見がございましたけれども，審議ありがとうございまし

た。平成２６年度の統合準備委員会につきましては，節目の年になろうことか

と思います。それも前半の方が，色々と皆様に多くの議をいただくこととなり

ますが，平成２５年度に続きましてご理解，そしてご協力を引き続きお願いす

ることになります。どうぞよろしくお願い申し上げまして，本日の会議終了と

させていただきます。本日はありがとうございました。

　　平成　　年　　月　　日

　　　署名人　　　　　　　　　　　　　　　　　
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